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会員の皆様へ
　新年度に当たりご挨拶を申しあげます。
　いよいよ今年は 2020TOKYO オリンピック・パラリンピックの年となりました。
　前回 1964 年のように、今度も日本社会が、スポーツ界が大きく変貌すると思
われます。
　昨年度、一年間、無事故で終えることができました。
　また、連盟創立 70 周年の記念式典が河野 JSAF 会長をはじめ松井広島市長、田

邊副知事など大勢の来賓にお越しいただき、盛大に開催することができました。
　そうして、第 74 回茨木国体では皇后杯 6 位、天皇杯 8 位入賞、全日本インターカレッジのスナイ
プ級で広島大学が 6 位入賞、3 ７年振りの快挙です。国体リハーサル大会で、420 級の小菅・橋本組
が優勝、全国中学生大会でシーホッパー SR 級の豊島君が優勝、高校、ジュニアも多数活躍しました。
これは、一重に関係者各位や、会員の皆様のご協力のたまものと心よりお礼申し上げます。
　本年度も全日本 OP チームレースなどの全国大会や、ピースカップ＆国際親善交流大会をはじめと
し、多数のイベントが計画されています。特に、ピースカップは国際親善交流大会として、ハンザを
通じて国内や、海外へ向けインクルーシブ社会の実現やセーリングの楽しさを発信していかなければ
なりません。
　アジア大会を契機に建設されて二十数年が経過した観音マリーナは、ハンザワールドの開催に合わ
せて、ユニバーサルデザインに桟橋、トイレなどの大幅な改修がされ、来年度には新艇庫兼新研修棟
が建設される運びとなり、競技艇や、救助艇のハード面と、70 年の歴史の中で養われたれたマン・パワー
と合わせて国内でも屈指の、また障碍者ヨットではアジアの拠点のマリーナになります。
　私たちは、社会が変革する中でインクルーシブ社会の先導役となる「人つくり」が大切です。「自然
と共生するシーマンシップの人づくり」を実践し、風光明媚なこの瀬戸内海を、「Sailing for 
everyone」のインクルーシブ社会の海にして世界平和に貢献することが求められています。
　これから 80 周年に向けて、会員の皆様のご協力のもとに普及と強化の両輪を回して新たなセーリン
グスポーツ文化を作っていきたいと思っています。
　終わりに、会員の皆様の安全とご健康、ご活躍をお祈り申し上げご挨拶といたします。

会　長　挨　拶

２０20　広島県セーリング連盟会報

公益財団法人広島県セーリング連盟
会長　山　根　恒　弘
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　会員の皆様には、日々楽しいセーリングライフを過ごしておられること、お慶び申し上げます。昨
年度も色々な行事を計画し、皆様のご協力により成功裏に実施することができました。ありがとうご
ざいます。また、大きな事故も無く過ごしております。これも皆様一人一人の心がけの成果と考えて
おります。安全は第一の基本です。声を掛け合い、意識を向上させていきたいと考えております。今
後ともご協力よろしくお願いします。
　特に昨年度はセーリング連盟創立７０周年記念式典を開催しました。この式典には、多くの方に来
場頂き、お話を頂く中で、これまでの長い歴史を築いてこられた諸先輩方のご苦労や、色々な方に我々
の活動に対し支援頂いたことを改めて感じることができました。今後もこの流れを止めることなく、
我々が目指す「セーリングスポーツ・レクリエーションの普及と発展」「自然と人を大切にする心の
育成」「健康で生きがいのある明るい共生社会の発展」の実現につなげていきたいと考えております。
次の 80 周年に向けて引き続き皆様のご協力をよろしくお願い致します。

【2020 事業計画】
1、『公益目的事業』
　（１）地域におけるセーリングスポーツ・レクレーション活動の普及と振興事業
　　　①　地域でのセーリング教室、海洋教室への協力（呉市海洋教室、福山市民レガッタ）
　　　②　広島セーリングスクール体験会の実施
　　　③　企業、学校等を対象としたセーリング体験会（レクリエーション）の実施
　　　④　各所属団体のＯＢを対象とした「ハンザＯＢ戦」を実施して会員の増強の促進
　（2）障がい者を含むセーリングスポーツ・レクレーション活動の普及と振興事業
　　　①　障がい者試乗会（広島市心身障害者福祉センター、廿日市特別支援学校など）
　　　②　各地のハンザ大会等に参加し、各地域の仲間と交流を図り自立をめざす
　　　③　ハンザやＯＰを使用し練習会等を通じて障がい者を含むセーリングの普及を行う
　（３）　安全活動推進事業
　　　①　安全講習会の実施（メンバーズミーティング）
　　　②　救助艇の運行方法の講習と指導
　　　④　台風等、自然災害に対する指導
　　　⑤　救命救急、AED 講習会の実施（水難救済会の会員としての活動）
　（４）　マリーナ利用事業　（関連施設等の運営に対する援助及び参画事業）
　　　①　施設の備品充当
　　　②　海洋気象状況の情報提供
　　　③　競技艇・コーチボート運搬に使用するトレーラー及び備品用具の貸与
　　　④　県連艇の維持管理
　（５）大会等の開催、派遣事業及び育成強化等の競技力向上事業
　　ア．競技会開催事業（年間レース日程の調整と決定）

2020 年度活動計画

公益財団法人　広島県セーリング連盟
専務理事　井　川　史　朗
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　　　①　主催事業
　　　　　県春期選手権、夏期オープン選手権、会長杯、全日本チームレース、ひろしまピースカッ
　　　　　プ等
　　　②　共同主催及び事業協力
　　　③   競技艇計測・登録　ＥＲＳ更新講習会の開催、公式計測員養成のため計測講習会へ参加、
　　　④　国際競技規則の運用事業　　チームレースクリニック、レースマネージメントクリニック
　　　　　の開催
　　　　　ルール講習会の開催
　　　⑤　ジャッジ養成、資格認定講習事業
　　イ．派遣事業
　　　①　大会役員、選手等派遣（国体、国体広島県選手団選考・派遣等）　　
　　　②　2020 東京オリンピックに向け、コアメンバーのスキルアップやトレーニングレースへの
　　　　　派遣
　　ウ．育成強化事業、
　　　①　茨城国体目標得点　30 点　中長期目標　30 点　総合 8 位
　　　②　国体選手強化計画実施（県体協補助事業）
　　　③　技術力向上のため、優秀なコーチを招聘
　　　④　日帰り練習会、県内合宿、県外合宿等の計画の立案と実施
　　　⑤　選手の国内外の遠征申請
　（6）セーリングスポーツを通じて、国際交流の推進と関係団体との相互連携事業
　　　①　海の祭典への協力　
　　　②　国際ヨットラリー等の国際交流イベントへの参画と応援
　　　②　メキシコオリンピック選手団の事前合宿の受け入れ（広島県、広島市からの依頼）
2、『活動拠点収益事業』
　（１）自動販売機売上事業
　（２）親水公園清掃事業
3、『会員向け事業』
　（１）JSAF、HSAF 会員が、楽しく、また生涯スポーツとして永くセーリング活動ができる支援事業
　　　①　メンバーミーティングの開催、会報の発行、ホームページ・フェイスブックなどの管理
　　　②　ＪＳＡＦ会員登録、団体登録、バッジテスト認定登録、小安協などの諸手続き
　　　③　表彰、感謝状の贈呈（県・市体協表彰推薦等）
　　　④　資格取得希望者に研修会、講習会への参加を促し資格の取得推進
　　　⑤　コンプライアンス委員会の設立準備、研究と研修会の実施
　（2）施設等整備推進プロジェクト
　　　①　新艇庫の建設及び既存施設の改修推進
　　　②　水緑地公園と空港跡地の活用と整備について調査研究及び提言
4、『法人会計』
　上記の 1 ～ 3 の事業の円滑なる運営事業
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広島県連創立 70 周年にあたり「70 周年記念特別委員会」を設置し準備に入った。
委員会は、柚木衛、藤田博久、沖田勇三、井川史郎、土田芳裕、土井真子、矢野利昌で構成し、
平成 31 年 1 月 27 日に第 1 回を開催し、毎月 1 回ペースで開催した。

平成 31 年
　　1 月 27 日、第 1 回委員会を開催
　　　　・記念式典（開催日時・場所）・記念誌・特別講演会・アトラクション・予算等概要検討
　　　　・開催場所：リーガロイヤルホテル広島、開 催 日 ：11 月 23 日（土・祝）に決定
　　3 月 9 日、第 2 回委員会
　　　　・記念式典概要検討
　　　　　　コンセプト：「セーリングを通じて、インクルーシブな活動を広める」
　　　　　　講演会：クリス　ミッッチェル氏「SAILING FOR EVERYONE(S4E)」を語る
　　　　　　アトラクション：有償アトラクションは準備しない
　　　　　　宴会場は：着席ディナー形式
　　　　・予算案
　　　　　　会費制とする
　　　　・記念誌
　　　　　　企画編纂は「みずま工房（株）」委託
　　　　・準備スケジュール（案）作成
　　　　　　11 月 23 日　　　　記念式典
　　　　　　11 月 10 日　　　　記念誌納品
 　　10 月 30 日　　　　出欠者確認
 　　10 月 15 日　　　　記念誌校了
 　　 9 月 20 日　　　　案内状発送
 　　 9 月  1 日　　　　案内状印刷、送付先確定
　　　　・来賓招待者選定・参加人数について　等
　　4 月 13 日、第 3 回委員会
　　　　・記念誌作成要領検討
　　　　・資料準備
　　　　・編纂内容
　　　　・連盟 80 年ビジョン
　　　　・60 周年以降の年表整理　等
令和元年
　　5 月 18 日　第 4 回委員会
　　　　・式典動員対策案　等
※平成は 4 月 30 日まで、5 月 1 日から令和の御代となり、以降、1 ～ 2 回／月のペースで委員会を
開催した。

公益財団法人広島県セーリング連盟　創立 70 周年記念事業
70 周年記念特別委員会報告

実行委員長　柚　木　衛

特 集　1
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◆（公財）広島県セーリング連盟創立 70 周年記念講演会・式典・祝賀会　報告
　　１．日時；令和元年（2019 年）11 月 23 日（土・祝）
　　　　　　　12：30 ～ 13：30　講演会
　　　　　　　14：00 ～ 14：45　式典
　　　　　　　14：45 ～ 16：00　祝賀会
　　２．場所；リーガロイヤルホテル広島
　　　　　　　講演会　　　：宮島の間（3 階）
　　　　　　　式典・祝賀会；クリスタルホール（4 階）
　　３．参列者；講演会＝ 111 人、式典祝賀会＝ 155 人
　　　　　　＊案内状発送　244 通（VIP 手渡 7 通、切手 100 通、スタンプ 114 通、県連渡し 24 通）
　　　　　　　県副知事、市長、岸田文雄代議士秘書、JSAF 会長、ハンザクラス協会会長、広島市
　　　　　　　民局長、市社会福祉協議会会長、広島信用金庫、南ロータリークラブ、近県セーリ
　　　　　　　ング連盟（福岡、島根、高知、愛媛、山口）、広島県地域政策局課長、県土木建築局
　　　　　　　港湾漁港整備課長、広島港湾管理ｾﾝﾀｰ部長、市スポーツ協会専務理事、JSAF 外洋西
　　　　　　　内海副会長、県障害者スポーツ境界専務理事、広島市心身障害者福祉センター次長、
　　　　　　　セイラビリティ三重、セイラビリティ東京、県連会員、学生（広大 19、近大工９、
　　　　　　　工大６、修道大１）
　　４．講演会；講師＝クリス・ミッチェル氏　「インクルーション～セーリングに依る明るい未来」
　　　　　　　　司会＝藤田博久（県常務理事）
　　　　　　　　通訳＝萩原ゆき（JSAF 障がい者セーリング推進委員会）
　　５．式典・祝賀会　；司会＝玉田陽子
　　　　　　・来賓控室；楓の間
　　　　　　・黙とう　；1 分　
　　　　　　・開会挨拶；山根会長
　　　　　　・来賓祝辞；田辺広島県副知事、松井広島市長、河野日本セーリング連盟会長、
　　　　　　　　　　　　神出広島県体育協会会長
　　　　　　・来賓紹介；28 名紹介
　　　　　　・功労賞贈呈；県連規定に基づき 30 年以上県連で役員を勤めた
　　　　　　　　　　　　柚木　衛、藤井　健、赤羽根慶仁、谷口正浩、藤田博久、大原博美
　　　　　　　　　　　　（記念品；アクリル盾、スタンド付き）
　　　　　　・乾杯；日本ハンザクラス協会会長　貝道和昭氏
　　　　　　・祝電披露
　　　　　　・スピーチ；クリスミッチェル氏　、　大原博美氏（東京 2020 支援について）
　　　　　　・閉会の辞；創立 70 周年記念事業実行委員会委員長　柚木　衛
　　６．創立 70 周年記念事業実行委員会
　　　　　　・横断幕「創立 70 周年記念事業」作成し、今年度開催の事業（レース他）で記念撮影
　　　　　　・案内状はみづま工房で作成、封づめ、郵送は県連
　　　　　　・参加者が 120 名位だったので、急遽、あびの会：5 千円、学生 2 千円でアナウンス
　　　　　　・終了後、御礼状発送（レジメ掲載の来賓紹介者、祝電元）
　　７．70 周年記念誌
　　　　　　・実行委員会で構成案をつくり、みづま工房で取材、編集
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【収入】 70 周年事業積立金 2,000,312

参加会費 一　　般 103 人 1,030,000

あび・SS 11 人 55,000

大学高校 39 人 78,000

お　　祝 50,000

収入計 3,213,312

【支出】 宴会場 講演会室 111 人 327,240

宴会 155 人 1,233,576

ホテル計 1,560,816

記念誌 みづま工房

印　刷

記念誌計 1,430,000

その他 案内状 143,298

司会他 243,572

その他計 386,870

支出計 3,377,686

　　９．次の周年記念のために
　　　　　　・毎年の特別積立金（20 万円／年）があったから 70 周年は出来た
　　　　　　・次回開催に今回並みの記念事業が出来るように潜在サポーターの開拓要
　　　　　　・今後連盟会員の増加に努め、参加者の増加を図る
　　　　　　　会員の皆様は、創立 70 周年というこの時を大きな節目として、これまでにも増して
　　　　　　　進取の精神を発揮し、総力を挙げて県連の伝統に輝きを与えられんことを祈念し報
　　　　　　　告といたします。

決算収支▲ 164,374
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創立70周年記念講演会・式典・祝賀会アルバム
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特 集　2

2019 年 OP 級世界選手出場（アンティグア・バーブーダ）

レース報告

　2019 年 7 月 2 日～ 18 日、アンティグア・バーブーダで開催された OP 級世界選手権に出場
しました。ヨーロッパ選手権（ブルガリア）、アジア＆オセアニア選手権（ミャンマー）に続き、
3 回目の海外遠征です。OP に乗ることができる最後の年なので、後悔のないように全力で取り
組もうと決めていました。
　アンティグア・バーブーダは地図で見るよりずっと遠く、広島～羽田～ニューヨークで一泊して、
次の日にやっと到着しました。レース会場はかなり郊外で、家も少なく何もないところでした。
現地の人を見かけることもなく、不思議な場所でした。驚いたのは、本当に風が強いことです。ハー
バーでは、テントが壊れて飛んだり、国ごとに艤装品を入れる備え付けの箱が風で壊れたりしま
した。盗難を防ぐために鍵をかけていましたが、箱そのものが壊れてしまっては意味がありません。
風の威力を感じました。
　今回の海面で印象的だったのは、風の強弱がまったくないことです。日本の海面では必ず強弱
があり、どれだけ強いブローが入っても、風が弱まる瞬間があります。アンティグアでは台風の
ような風が同じ強さで同じ方向からずっと吹いており、息をつく暇もありません。さらに波がと

広島セーリングスクール　
前　田　月　里
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ても高く、底にいるときには近くの艇も見えなくなります。強い風と高い波、そして強い潮の流
れがあり、緊張感が続くレースでした。
　レース初日は９～１０ｍ / ｓの風で一番下からうまくスタートができたので、１１位、１５位
でフィニッシュできました。優勝したイタリアのマルコ選手と近くで走れたこともあり、手応え
がありました。二日目から風が１０～１２ｍ / ｓに上がり、さらに波が高くなりました。１レー
ス目からずっと左海面が有利だったこともあり、毎回、全選手が下に集まる展開になり、スター
トが難しくなります。セールを引き込めない風の中、スプリットをゆるめたり、バングやアウトホー
ル、カニンガムを調節したり、できることはすべてしました。順位は落としましたが、シルバー
フリートに残ることができて本当にいい経験になりました。
　今回、陸上で特に気をつけたのは艤装です。風が強いので、壊れた箇所はないか、緩んでいる
ガラミはないか、出艇まで何度もチェックしました。生活面では睡眠時間をしっかり取ること、
食事をしっかり食べること、特に野菜や果物をバランスよく食べるように気をつけました。緊張
感が続くレースだったので、気持ちを集中できるよう、日本の選手はそれぞれがリラックスする
時間を大事にしていました。お互い協力する時間と各自の時間のバランスがよく、いいチームだっ
たと思います。
　小柄な私が世界選手権に出場できたのも、全日本選手権で二年連続準優勝できたのも、すべて
は広島での基本練習のおかげだと思います。大原さんに教えていただきながら何度も繰り返した
タック、ジャイブ練習、かきいかだの間を何往復もしたセーリング練習、少しでも速くなるポイ
ントを逃さないよう、すべて丁寧におこなうよう、いつも心掛けていました。風が弱い広島だか
らこそ丁寧に考えながら練習をすることができます。他のフリートの選手ほど強風の経験はあり
ませんが、この練習は強風のレースでも十分通用すると思います。広島で練習できたことを心か
ら誇りに思います。
　OP を始めてから９年間、本当にいろいろなことがありました。でも、すべてがとてもいい思
い出です。OP のおかげで今の私があるといってもいいくらいです。これから、次の艇にうつっ
ても、高校生になっても、何ごとにも全力で一生懸命取り組んでいこうと思います。私を教えて
くださったすべてのコーチの皆様、一緒にがんばってくれた選手の皆さん、本当にありがとうご
ざいました。
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2019 年オプティミスト級アジア・オセアニア選手権大会出場

　僕は 2019 年 9 月 30 日から 10 月 7 日まで、オマーンのムッサナーで開催された、2019　オ
プティミスト級アジア・オセアニア選手権大会に出場しました。22 か国から 141 艇が参加し、
日本からは僕を含め 10 人の選手が参加しました。ムッサナーはオマーンの首都マスカットから
車で約 1 時間のところにあります。セーリングの国際大会が開催できるよう開発され、ホテルに
ハーバーが併設されており、大会中はとても快適でした。食事は朝も夜もホテルのビュッフェで
したが、毎回内容が少しずつ変わり、パンや果物も美味しくて、たくさん食べることができました。
しかし外は気温が毎日 35 度を超え、湿度もかなり高く暑さが体にこたえました。また砂嵐が発
生し、午前中は海に出られない日もありました。
　到着の翌日は 10 時頃から計測を受けました。皆が思っていたよりも計測が厳しく、日本選手
全員が終了するまでに 3 時間くらいかかりました。午後からは、楽しみにしていたオマーンの海
に初出艇です。皆慣れない暑さに疲れていたため、1 時間ほど練習してハーバーバックし、その
翌日はボートをシェアしていたマレーシアチームと一緒に練習しました。風は弱く、意外と海外
の選手と同じように走れました。その日の夜に開会式があり、翌日からはいよいよレースです。
　フリートレースでは、周りが砂漠のため目印となる大きな建築物がなく、山なども全く見られ
ないため、見通しが取れずスタートに苦戦しました。一日を通じて気温が 30 度以上あり、風は
午前 10 時を過ぎるとシーブリーズが入り始め、波も出てくるようなわかりやすい周期でした。
海外の選手はスタートラインにつくのが非常に早く、上り角度もスピードもあり、とても速かっ
たです。僕も角度を取りながらスピードを落とさないように心がけました。練習の時にはある程
度の手ごたえがあったのですが、それでも壁は厚く、上位に食い込むことができませんでした。レー
スの前半が終わり、結局シルバーフリートになってしまいました。　
　その翌日のチームレースは、日本からは 1 チームのみの出場でした。僕も他のメンバーも、出
られなかった仲間の分まで何としても頑張りたかったのですが、ここでも海外の選手はスピード

広島セーリングスクール　
向　井　真　太　郎
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が全然違い、歯が立ちませんでした。スタートで相手を封じることができても、上マークで追い
つかれ、その後抜かれるパターンです。一回戦目はトルコに 1 ～ 4 位まで、二回戦目はアメリカ
に 1 ～ 3 位まで独占され、一勝もできずに終ってしまいました。日本で練習してきた作戦を実践
することができずにとても悔しかったです。
　残るはフリートレースの後半戦です。シルバーフリートになったこともありますが、やっとい
いスタートができるようになり、緊張が解けてきたのか思ったように走れることもありました。
最終レースでは何とか 2 位を取ることができましたが、それでも 1 位の選手とは角度が全然違っ
たと思います。最終順位は 141 艇中の 83 位で、すべての面でまだまだ努力が足りなかったのだ
と痛感しました。
　今回初めて国際大会に参加した
僕も、コーチやチームのみんなの
おかげで不安になることなく、レー
スに臨むことができました。また、
保護者の方々がサポートしてくだ
さったおかげで、楽しく、快適に
過ごすことができました。
　今回の大会で多くのことを経験
できたので、これをこれからのヨッ
ト人生に生かして、頑張っていき
ます。
　最後に、これまで応援や指導を
してくださった方々ありがとうご
ざいました。感謝の気持ちを忘れ
ずに頑張っていきます。これから
もよろしくお願いします。
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広島水域大学・高校・実業団 OB 交流戦

　広島水域の大学、高校、そして実業団チームの OB が、観音ディンギーヤードに一堂に会してに
ぎやかに初の OB 交流戦が開催されました。事の発端は前年に開催された、「2018 ハンザクラスワー
ルド＆インターナショナルチャンピオンシップ広島大会」です。24 か国 185 名の障がい者を中心と
した国際スポーツ大会は広島では初めてであり、セーリングではアジア初となった大会でした。　
　大会を機に日本財団から寄贈されたハンザヨット 70 艇（303 クラス　50 艇、2.3 クラス　20 艇）
は、大会後は半数の 35 艇（303 クラス　25 艇、2.3 クラス　10 艇）は全国のセイラビリティ拠点
に配艇され、広島県連で半数が管理されることになりました。ハンザクラスの全国大会が、自前の
ハンザヨットを使って開催できる体制が広島に整いました。と同時に、「普及」という観点からこの
ハンザ世界大会を多くの一般市民が、防波堤上の観覧席から目にすることが出来た大会でした。　
世界大会が素晴らしい遺産をのこしてくれたのです。
　前置きが大変に長くなってしまいましたが、この前置き無しに今回の OB 交流戦を語るわけにい
きません。世界大会を手伝ってくれたのは、我々県連スタッフだけではなく、各大学や高校の OB、
それも卒業以来久しぶりにヨットにふれたような人も居られました。「これなら、ワシでも未だのれ
るわい」。確かに、昔ヨンナナやスナイプに乗っていた戦士も、今や牙を抜いたオオカミになってし
まっていますが、それでも昔取ったなんとやらで、いざスタートラインに立つと「覚醒！」できる面々
が沢山います。
　ハンザなら安全に楽しく OB 戦が出来る。これは広島水域の特権？「よっしゃ、ハンザを使うて、
広島のヨット部 OB の交流戦をやろうや。」という話しで、とんとん拍子で各校 OB の世話役が集ま
り準備が始まりました。　
　使用艇はハンザ 303 クラスを使い、１チーム３艇 2 人乗りの団体戦。
レース海面は防波堤の観覧席から近い「観えるレース」。レース後は飲食
を共にしながら、各チームの OB が交流を図る。　各校 OB 世話役は実
に素晴らしいレースを準備してくれました。
　レース当日は、チームカラーを決めセイルの色を揃えました。　国泰
寺高校 OB( オレンジ )、山陽高校 OB、近畿大工学部 OB（ピンク）、広
島大学 OB（レッド）、広大医学部 OB（パープル）、広島工大 OB（ネー
ビー）、修道大 OB（グリーン）、マツダ OB( ホワイト ) のエントリーが
決まりました。　いよいよ、第１レース。　最初はティラー操作とは逆
になるジョイスティックの扱いに戸惑う場面もありましたが、そこは流
石にヨット部あがりは艇の滑らせ方もすぐにつかんで、スタートもマー
ク回航もインカレ当時の熱い怒号？も交えながら、遠い昔のレースシー
ンをよみがえらせていました。　表彰式を兼ねたパーティには９０名近
い参加者が集い、歓談が続きました。　優勝はヤング OB を揃えた広大
医学部 OB チームが、リヤドロ製のトロフィにチャンピオンタイを取り
付けました。
　この交流戦を継続することで、定期的に海に集い、そしてハーバーに
通い楽しむ環境ができます。ハンザヨットのお陰で、素晴らしいサイク
ルが回る予感を持ちながら、また今年の交流が待ち遠しくなるのであり
ます。

企画委員会　　　
藤　田　博　久
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　広島女子部セーリングチームは 2019 年 11 月 9 日に神奈川県・葉山マリーナで開催されたＮ
ＳＴ伊藤園ウィメンズカップに参加しました。このウィメンズカップは昨年に続いて 2 回目の開
催で、エントリー開始の午前中には、6 チームのフルエントリーとなる人気のレースです。ニッ
ポンセールトレーニング葉山が所有する、6 艇のヤマハ 30 Ｓを使用したフリートレースで全 4
レースが行われました。参加者の顔ぶれは、広島、福岡、大阪、宮城、そして関東圏と全国の各
水域から、アマチュアからオリンピアンまで、そして 20 代から 80 代までと、あらゆる面で幅広
い女子セーラー達が参加しています。これは、その参戦記です。
　きっかけは一年前、SNS でこのレースの記事を見てからでした。ディンギー、キールボートで
活躍している女性セーラーが入り混ざって、本当に楽しそうな雰囲気で参加している。恐らく子
育て中であったり、仕事も家庭もという同じような境遇の
中、こうしてレースに出ている姿を見て心が動かされまし
た。
　全てチャーター艇であること、「葉山に遠征！」という
こともさらに魅力的で、すぐにいつものメンバーに声を掛
けました。「出たいんだけど、どうしたらいいの ?」とジュ
ニアの時からのコーチに相談してからは、即座に練習艇の
提供にコーチングまでしていただき、そしてたくさんの広
島のヨットマン達からの暖かい応援があり 10 ヶ月間練習
に挑みました。
　メンバーは、現役セーラーもいますが、もう何年もセー
リングからは離れているし、キールボートは艤装もわから
ないというレベル。レース当日の海面に出るまで、本当に
できるのかという感じでしたが、私たちの目標は常に楽し
くセーリングをすること。レースの内容はさておき、もう 
20 年 30 年来となった仲間と一つの艇に乗ってレースに出
られたこと、海に出る度に本当に幸せな気持ちでいっぱいでした。
　表彰式、レセプションでは、参加した女性セーラーの皆さんも同じような思いだったと確信す
るぐらいの盛り上がり！このような素晴らしいレースを開催してくださった大会運営の皆さん、
各地から集まった素敵な女性セーラーの皆さん、送り出してくれた家族や仲間に感謝いたします。

広島女子部参戦記

広島女子部セーリングチーム
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2019 年度、セイラビリティー広島あびの会の活動報告

まず初めに、あびの会の活動に多くの皆様のご支援ご協力を賜りましたこと、厚く御礼申し上げ
ます。
広島信用金庫杯第 11 回ひろしまピースカップでは、台風か来る状況で、広島市長、広島県地域
政策局スポーツ推進課、広島南ロータリークラブ、広島信用金庫、日本セーリング連盟の皆様に
お越し頂きましたこと、感謝申し上げます。このピースカップは、障がいの有無を問わず、世界
から全国から参加する大会であります。今回も香港の 16 人の皆様が参加しました。また、今年
はハンザが日本に導入されて 20 年が経ち、日本での創始者である西井伸嘉さんを迎え、偉大な
業績を称え感謝状を贈呈いたしました。

あびの会の主な事業の中に、試乗体験会があります。2019 年は、計 15 回行いました。
西部養護学校、広島市立広島特別支援学校、広島市心身障がい者福祉センター、クローバ、コパ
ンハウス、そして中外テクノス株式会社、広島信用金庫、ヤマネホールディングス株式会社など
会社の懇親会も兼ねてハンザの試乗をいたしました。また、ひろしま港湾管理センター主催の図
画展、海の祭典、呉セーリング連盟主催のヨット試乗会に協力させていただきました。
練習日は 11 回ですが、試乗会で乗艇していますので、月３回はハンザに乗っていることになり
ます。
ハンザの大会では、江の島レガッタ、スナメリ大会、三重レガッタ、そしてピースカップに参加
しています。
あびの会は、メダルをとるアスリートを養成する方針ではありませんが、練習、試乗会などを通
じて、技術ルールなどコーチから習得し、2019 年は、優勝や３位など入賞する会員が多々でま
した。

私たちセイラビリティー広島あびの会は、2018 年ハンザワールドを開催することによって、施
設（トイレ、シャワールーム、コミュニティルームそして桟橋）、救助艇などハードな面は充実し
ました。
しかし、ワールドをやったというだけに、終わったのでは、大会をやった意義がありません。
ワールド大会を契機として、未来に続く、明るく、楽しく、セーリングの普及活動をすることです。
それが将来、観音マリーナディンギーヤードが、日本の、世界のインクルーシブ・セーリング（仮
称）のメッカとなると確信するからです。
2020 年も普及活動に重点を置いて活動します。

『ヨットを心から楽しむ、わくわく感のある活動をめざします。』
初めてヨットに乗る人には、安全で、操作が簡単なハンザが一番最適です。
最後になりましたが、あびの会の活動は、多くのボランティアの方々の協力があってできるもの
です。
特に、朝日医療専門学校広島校の先生、生徒の皆様には、年間１４日（回）もお手伝いいただき
大変感謝申し上げます。2020 年もご支援いただくことになっております。ありがたいことでご
ざいます。

セイラビリティー広島あびの会　
沖　田　勇　三

特 集　3 普及活動
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セイラビリティー広島あびの会　2019年活動報告

　開催日 事業名称 参加数 事業内容

3 23 普及事業 24 第6バースにて、ハンザ試乗会

月 西部養護体験会 安全であること認識を持つっていただく。

4 13 普及事業 21 昨年のハンザワールドに協力くださった皆さんの
ハンザワールド協力者体験会 ハンザ試乗会

14 練習 16 基本練習、ロングコース
21 普及事業 40 ハンザ体験会（一般市民）

第６バースにて、試乗
28 練習 29 江の島レガッタのための、レース練習を行う

5 １１・１２大会参加 9 江の島レガッタ　参加９名、３０３シングル優勝、

江の島レガッタ参加 303ダブルス3位
19 練習 39 重度の障がい者　午後参加　救助艇のみ乗船

6 1 普及事業 66 昨年も体験会を実施。クローバーの関係者４７名参加。

CLクローバー体験会 ハンザ、クルーザー、シミュレーター体験などを行う。
16 普及事業 32 ハンザ試乗会、クルーザー体験会

コパンハウス体験会
22 練習 35 ハンザ練習　ハンザ２．３　４艇、３０３　６艇、リバティ　２艇

朝日医療専門学校　１８名支援
23 練習 16 午前中OP艇　２０艇進水式　午後ハンザ練習　マーク回航、

　スタート、ハンザ２．３　５艇、３０３　６艇

7 6 企業体験会 41 企業とタイアップのヨット体験会、ハンザ、クルーザー試乗

ヤマネホールディングス
7 練習 24 ハンザ２．３　８艇、３０３　６艇、　リバティ　２艇
15 普及事業 40 体験時間：１０時～１６時　縁日のイメージ　車椅子、障害の

ぷかぷかあびの会 ある子どもたちを楽しんでいただくための体験試乗会
２０・２１合同合宿 9 岡山スナメリ主催　視覚障がい者など、東京、神奈川、三重、

スナメリ主催 広島、岡山　参加　いろいろと情報交換を行う
27 普及事業 27 呉セーリング連盟主催　海洋教室参加者１２名＋１０名

呉セーリング連盟体験会 今回は、呉湾でなく観音マリーナで行う
28 進水式・練習 ２．４ｍR　進水式（中外テクノス）　午後練習

8 3 三重レガッタ　参加 8 セイラビリティ広島　９人参加　３０３ダブルス　３位
10 企業体験会 37 企業とタイアップのヨット体験会）ハンザ、クルーザー

広島信用金庫 昨年ハンザワールド大会の協賛企業招待
11 普及事業 43 （株）ひろしま港湾管理センター主催　図画展　

観音マリーナ主催　協力 表彰者関係者に試乗会
23 普及事業 広島市こども療育センター主催　福祉機器展に初めて参加

シミュレーター体験 シミュレーター体験者　約３０組体験　
24 練習 15
25 普及事業 400 （株）ひろしま港湾管理センター主催　ハンザ、クルーザー、

海の祭典　協力 シーカヤックなど海のスポーツの試乗会
応募約700人　400人を招待　ハンザ100名、クルーザー９０名

9 9.7 普及事業 39 6月29日の予備日　心身障害者福祉センター10組
広島市心身障害者福祉センター

9.8 練習 24
２１・２２ 第１１回ひろしまピースカップ 150 今年から、ひろしまピースカップは、世界から参加して頂けるよう

発信。（香港から１６名参加）　選手74名参加　西井さんへ感謝状（盾）

10 5 普及事業 61 今年2回目のハンザヨット試乗体験会

CLクローバー体験会
14 普及事業 25 県副知事、県スポーツ推進部　他　１０名

体験会と練習
１９・２２ レース参加 スナメリ20周年　感謝状を贈る

岡山スナメリ大会
22 中外テクノス株式会社 50 初めての試乗体験会。中外テクノスのファミリーの人達が参加

試乗会
27 普及事業 30 今年最後の試乗体験会

特別支援学校、他　体験会
11 19 練習 21

24 終了式（懇親会） 25 ハンザヨットの整備
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2020 東京オリンピックに向けて
～広島県セーリング連盟の大会への関わりかた～

　2013 年 9 月アルゼンチンのブエノスアイレスで行われた国際オリンピック委員会（IOC）総
会で東京オリンピックが決定しました。その発表からオリンピック開催までは約 7 年あり、まだ
まだ先の話だと思っていましたが、あっという間にあと 4 ヶ月となりました。ここで東京オリン
ピックの概要を記します。
　　大会期間　　： 7 月 21 日～ 8 月 7 日　　18 日間（前後の準備、片付け含む）
　　レース開催日： 7 月 26 日～ 8 月 5 日　　11 日間（レースの期間）
　　艇種　　　　： NACRA17（男女混合）
 　　　　　　　49er（男子）、49FX（女子）、
 　　　　　　　RS-X（男女）、470（男女）
 　　　　　　　Laser（男子）、Laser-Radial（女子）　
　　　 　　　　　　　Finn（男子）　　合計 10 種目
　　参加艇数　　： 各クラス 20~45 艇（各種目により艇数の違いあり）
　　レース海面　： 江ノ島沖に 6 海面
　　海上スタッフ：　 6 海面× 30 名＝ 180 名　
　　陸上スタッフ： 150 名　
　　ボランティア： 100 名　　　　　　　　　合計：約 430 名／日

　壮大な規模で行われるこのオリンピック大会ですが、華やかさの裏には数々の課題があり、こ
の 7 年の準備期間にそれらの課題をクリアーする必要がありました。レースマネージメントチー
ム目線で下記へ記します。
１）運営スタッフの確保
　　上記にもあるように約 200 名／日の海上スタッフが必要です。期間も前後の準備も入れると
　18 日間あり、普通の社会人では、それだけ休みを取ることは至難の業です。
　　またオリンピック本番だけ参加するのでは、江の島の海面の特徴やレース進行の特徴などが
　わからず、ぶっつけ本番となるために、JSAF からは江の島で行われる 2019 年のプレオリンピッ
　ク、ワールドカップ、2020 年のワールドカップへ参加しレース運営の経験を積んだもののみ
　オリンピックスタッフへ選出する方針が出されました。そうなると益々、200 名のスタッフを
　集めることは厳しい条件となりました。
２）求められる運営スキル
　　オリンピックが開催される江の島は世界でも稀に見る荒海です。私も 2019 年の大会で合計
　20 日間ほど海面へ出ましたが、おだやかな海は 2、3 日ほどで残りの日々は風速 20knot オー
　バー、波高 2m と広島では台風でも来ないと考えられないコンディションが続きました。さら
　に広島で 15m 前後の水深でレースをしている我々には、60m ～ 100m の江の島の水深はさら
　に運営の難易度をあげるものでした。
　　そんな風、波、水深の条件の中、2m ほどの巨大なマークを本部船から指示される位置へ短
　時間（約 3 分）で GPS を駆使し、誤差 20m で指示位置へ設置することを要求されます。

日本セーリング連盟　レースマネージメント委員会　
広島県セーリング連盟　競技委員会　

松　尾　英　樹
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　　またレース中に何度もコースの変更が発生し、都度マークを短時間で設置し直すこととなり
　ます。ですからノンビリとレース観戦している余裕など全くありません。
　　しかも運営船は、通常我々が広島で使用しているボート（全長 6m、60 馬力）とくらべると
　遥かに大きなボート（全長 8m、250 馬力）を操る必要があるのですから、ぶっつけ本番など
　あり得ないことであり、求められる運営スキルは想像を超えるものでした。
３）江の島でのトレーニング
　　上記のハードコンディションの中、要求されるスキルを身に着けるにはトレーニングしかあ
　りません。JSAF レースマネジメント委員会では約 2 年の期間に 35 回のトレーニングを開催し
　ました。トレーニングには全国からメンバーが集まり、江の島の海でレースを想定したオペレー
　ションを行い、想定されるポイントへマーク打ちを行います。広島の海ならば難なく出来るこ
　とも、この江の島の海ではそうは行きません。船酔いするメンバーや怪我をするメンバーも少
　なくありません。
４）広島県連のメンバーたち
　　上記の条件の中、果敢にも挑戦する広島県セーリング連盟のメンバー（敬称略）
　　　レーザーチーム　　　　松尾
　　　RS-X チーム　　　　　吉川、河井、石川、豊田
　　　470 チーム　　　　　　土井
　　　レスキューチーム　　　藤井
　　　マーシャルチーム　　　檜皮
　　　ブリッジチーム　　　　大原、松尾　　　以上 10 名
　　以上の 10 名がオリンピックスタッフを目指します。この 10 名は上記のトレーニングへ何度
　も足を運んできました。慣れない海面、目まぐるしいレース展開に悪戦苦闘しながらトレーニ
　ングへ取り組みました。時には江の島のレースを想定したトレーニングを広島の海で行いまし
　た。広島県として 10 名の参加は、地元の神奈川県の参加人数に続き 2 番目の参加人数であり
　一大勢力になっています。この辺りからも広島メンバーのオリンピックへの意気込みが感じら
　れると思います。
５）東京オリンピックのレガシー
　　これらの東京オリンピックへの広島メンバーの関わりは、約 2 年に渡ります。元々は東京オ
　リンピックへ関わりたいという単純な気持ちから有志が集まり、多くの時間とお金を掛けてこ
　こまできました。要求レベルの高い国際大会の経験や、慣れない環境で船酔いしクタクタにな
　りながら取り組んだトレーニングは、もはや東京オリンピックへ向けたものだけではありませ
　ん。これらは広島県セーリング連盟のメンバーの立派なレガシー（遺産、財産）になっている
　ことは間違いありません。これらの経験やスキルは必ずや広島県セーリング連盟の今後の活動
　へ活かされることでしょう。
　　まずは、東京オリンピックを成功させることへ全力で取り組みたいと思います。そして広島
　の皆が一致団結し東京で「広島魂」を見せてやろうではありませんか。そして、江の島で日の
　丸が一番高い場所へ上がるところを、この目で見てみたい。そう切に思うのでした。頑張れニッ
　ポン！！
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創部７０周年を迎えて

　広島大学体育会ヨット部は、昨年創部７０
周年を迎えた。記念行事を８月１１日、広島
市中区の広島文化交流会館で来賓、ＯＢ・Ｏ
Ｇ組織のしぶき会会員、現役部員計約１７０
人の参加を得て開催し、盛大に祝うことがで
きた。
　フィナーレは第二部歌「怒濤の譜」の大合
唱。現役部員のエールに耳を傾け、歌詞を口
ずさんだＯＢ・ＯＧの脳裏には青春時代の
数々の思い出がよみがえっただろう。ヨット
部に集った仲間と過ごし、喜びも悲しみも、
成長も後悔も全部ひっくるめた時間がその後の人生の糧となった証しである。
加えて広島のヨット界を牽引してきた歴史の重みをかみしめ、新たなる出発を期す機会となった。
　広島大学の吉村幸則副学長、全日本セーリング連盟の富田三和子常務理事、広島県セーリング
連盟の山根恒弘会長、友好校をはじめとする来賓のあいさつで、お祝いの言葉とともに広島大学
ヨット部の歩んできた道のりや栄光の成績が紹介された。改めて簡単に紹介したい。
　被爆の傷跡残る広島の地で、１９４９年の新制広島大学の開学と時を同じくしてヨット部は設
立された。老朽艇「しぶき」１艇でスタートし、元宇品への艇庫建設、他大学との交流などを通
して運営体制の整備、セーリング技術の向上など力を蓄えた。１９６３（昭和３８）年の博多イ
ンカレで総合３位となり初入賞を果たすと、７１年の常滑インカレでスナイプ級初優勝。そして
７９年、仙台インカレで総合優勝を果たす。地方の国立大学が関東、関西の強豪校を抑えての快
挙だった。国体などでの活躍と合わせ、７０年代を中心とした時代は広島大学ヨット部の黄金期
となった。
　その後は大学の西条移転などがあり、部員の減少と成績低迷が影を落とす。その間も、広島ア
ジア大会エンタープライズ級での金メダル獲得（前田・後藤組）、観音マリーナの研修棟完成など
歩みを止めることはなかった。
　７０年の歴史には山あり谷あり、凪あり時化あり。広島大学、広島県ヨット連盟、中国学連各
大学、関係各位の支援と理解なしにはこの節目を迎えることができなかった。創部以来、部員の
遭難事故や死亡事故が一度もないことも記しておきたい。安全確保を第一とするシーマンシップ
をベースに、先輩から後輩へ脈々と受け継がれた伝統は誇れるものだろう。
　しぶき会の存在は大きい。会員数は４００人を超え、現役の活動を支えてきた。会員の高齢化
が進む中で、若い会員の参加意欲をいかに引き出すかが課題となっている。その意味で７０周年
の節目は大きな意味を持つ。非礼は数々あったものの昨春にスタートした記念行事の準備を３０
～５０代のＯＢが運営メンバーとなり、しぶき会の柚木衡会長らと相談を重ねながら進めたこと、
現役に新造艇を贈るスナイプ基金に１６０人から志が寄せられたことはその一部である。

広島大学ヨット部しぶき会　
山　中　和　久

記念行事であいさつする日本セーリング連盟の富田三和子常務理事㊧と
広島県セーリング連盟の山根恒弘会長

ニュースニュース・ニュース・ニュース・ニュース・ニュース

「広島大学体育会ヨット部創部 70 周年祝賀会」



― 21 ―

　もう一つ加えるなら、２０１８年のハンザクラスワールド＆インターナショナル広島大会の開
催だろう。障害者も健常者も関係なく競えるクラスの世界大会の運営にＯＢ・ＯＧが結集し、成
功させたこともヨット部との関わりを結び直す機会になった。選手にも運営側にも笑顔があふれ
ていたのが印象的だった。
　記念行事から３カ月後、西宮インカレでスナイプ級が６位入賞を果たした。全日本インカレ入
賞は８２年の彦根インカレ以来３７年ぶり。メモリアルイヤーを締めくくるのにふさわしい朗報
で、現役の頑張りは今後の希望となった。
　柚木会長は記念行事の挨拶で「ヨット部としぶき会は７０周年をマイルストーンとして今まで
以上に団結し努力していく」と述べた。問われるのはここから何を積み上げるかだろう。現役は
新たな挑戦を惜しまず、ＯＢ・ＯＧはその機運醸成へそれぞれ置かれた立場で奮起していく所存
です。広島県セーリング連盟と、その旗の下に集う皆様方の引き続きのご支援・ご協力を心より
お願い申し上げます。

現役部員のエールに続いて大合唱した第二部歌「怒濤の譜」

記念行事後、参加者全員で記念撮影
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東京２０２０の向こうに見えるもの

　この会報が配布される 4 月 5 日は、7 月 24 日から開催される東京２０２０セーリング競技開
催日の 110 日前となります。
　江の島を会場として開催される種目とクラスは次表の中央欄のとおりで、その 4 年後のパリ大
会は右欄の通りです。

　ご覧のようにオリンピックのセーリングは、見せるスポーツを意識しているためにエキサイテ
イングさが強く求められエキストリーム（極端な）な競技に偏ってきたと感じている方は多いの
ではないでしょうか。

フォイリングするナクラ１７
（浮いてます）

バルクヘッドマガジンから

種　目 東京大会（クラス） パリ大会（クラス）

男子ウインド ＲＳＸ i Ｆ oil

女子ウインド ＲＳＸ i Ｆ oil

男子一人乗りディンギー レーザー レーザー

女子一人のリディンギー レーザーラジアル レーザーラジアル

男子一人乗りディンギー重量級 フィン －

男子二人乗りディンギー ４７０ －

女子二人乗りディンギー ４７０ －

男子スキフ ４９er ４９er

女子スキフ ４９erFX ４９erFX

男女混合マルチハル Nacra17 Nacra17

男女混合カイト － フォーミュラカイト

男女混合二人乗りディンギー － ４７０

男女混合二人乗りキールボート － ３０ft（艇種未定）

競技委員長　大　原　博　實

競技委員会報告
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　東京大会ではフォイリング艇は Nacra17 だけでしたが、４年後のパリ大会ではウインドサー
フィンもフォイリング艇が導入され、また新たにフォーミュラカイトも導入されよりセーリング
はハイスピードなスポーツとなっています。
　昨年の WCS 江ノ島大会やオリンピックのテストイベントで、４９er や Nacra17 などのハイ
パフォーマンス艇が高速で走るのを目の当たりにしましたが、ハイパフォーマンスであるが故に
高速で走る結果として危険とも隣り合わせの艇と感じました。
　当然に選手もそのことを意識して、ヘルメットを被ってセーリングしていましたが、一端艇が
クラッシュした場合には、強烈な勢いでマストや相手艇に叩き付けられ骨折したり、打撲したり
で車椅子や担架のお世話になる選手を見かけました。
　見せるためによりハイスピードが求められているとはいいながら、ジュニアセーラーやユース
セーラーは好きでこのような艇に乗りたがるのでしょうか？個人的には疑問を感じざるを得ませ
ん。 
　ここ数年来、少子化が叫ばれていますが、国勢調査における広島県内の 15 歳から 19 歳の人口
を調べると次のような結果となっています。

　広島アジア大会の 1 年後の 1995 年で 19 万 7 千人であった人口は、20 年後の 2015 年では
13 万 6 千人と 20 年間で約 3 割減少しており、将来的には 2035 年には 11 万 5 千人と 1995 年
に対して減少率は 4 割を超える見込みとなっています。
　今後セーリングの裾野を拡げるには、セーラーが楽しいと思える艇種であることが優先される
必要があると思います。
そしてその艇種は、オリンピックに採用されているハイパフォーマンス艇に影響されることがな
いようにと願っています。
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　茨城県霞ヶ浦で行われた２０１９年の国体では昨年の２９ポイントから２２ポイントに減り、２年
連続の天皇杯入賞を逃しましたが、皇后杯では１つ順位を落としたものの６位入賞を果たしました。
　成年，少年共に男女４種目で入賞することが出来たことは評価できますが、目標の３０ポイントを
達成できるようしっかり強化していきたいと思います。
　オリンピックを狙う有力選手が上位を占める成年種目に比べ、入れ替わりが激しい少年種目でのポ
イント取得がカギになってきます。
　現在の活動では土日の練習と遠征を中心に行っておりますが、効率的な練習と平日のトレーニング
によりフィジカルを向上させることが重要であると感じており、取り組みをしていきたいと思います。
インターハイでは男女ラジアル級と久しぶりに２人乗りの４２０級が出場、２年連続の複数入賞を果
たし、ユース種目の競技力は徐々に上がってきていると実感できるようになってきました。
　また、インカレでは広島大学スナイプの３７年ぶりの６位入賞や広島出身の大学生も活躍した年で、
７０周年を迎えたセーリング連盟も大いに盛り上がったと思います。
　２０２０年はオリンピック開催の年ですが、４年後のパリそれ以降でオリンピックにトライする人
材が出てきてくれるとさらに盛り上がると思います。
　皆様のご支援をよろしくお願い致します。

第７４回国民体育大会　いきいき茨城ゆめ国体
　茨城県阿見町　霞ヶ浦セーリング特設会場　2019/9/29 ～ 10/2
　　天皇杯　　　　　　　　　　　　１１位（昨年８位）
　　皇后杯　　　　　　　　　　　　　６位（昨年５位）
　　成年男子レーザー級　　　　　　　５位　豊島　以知郎
　　成年女子セーリングスピリッツ級　６位　高橋　友里　/　田村　愛子
　　少年男子レーザーラジアル級　　　６位　豊島　有壮
　　少年女子４２０級　　　　　　　　７位　小菅　楓　/　橋本　歩波
　　
燃ゆる感動かごしま国体リハーサル大会（２０１９年全日本セーリング選手権大会）
　鹿児島県県鹿児島市　平川特設セーリング会場　2019/9/13-16
　　成年男子レーザー級　　　　　　　３位　豊島　以知朗
　　成年女子レーザーラジアル級　　　２位　濵田　華帆
　　少年女子４２０級　　　　　　　　１位　小菅　楓　/　橋本　歩波

令和元年度全国高等学校総合体育大会ヨット競技大会（第６０回全国高等学校ヨット選手権大会）
　和歌山県和歌山市　和歌山セーリングセンター　2019/8/12 ～ 16
　　女子４２０級　　　　　　　　　　４位　小菅　楓／後藤　すず（広島県立広島国泰寺高等学校）
　　女子レーザーラジアル級　　　　　３位　吉川　野乃香（広島県立可部高等学校）

２０１９年 第３２回全日本４２０級選手権大会
　神奈川県三浦郡葉山町　葉山港　2019/12/21-23
　　女子　　　　　　　　　　　　　　３位　小菅　楓／後藤　すず（広島県立広島国泰寺高等学校）

（国体種目 入賞記載）

強化委員長　　小　菅　正　幸

強化委員会報告
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強風時の安全対策

　冬から春にかけては前線の通過や、低気圧の接近により強風が突然やってくることがあ
ります。そこで、皆さんへのお願いが何点かありますので、以下に記載致します。監督さ
んは、現役へ伝えてください。

1. 練習に出る日には、必ず天気予報（天気図）を確認して、低気圧や前線の位置により、
　 無理のない 練習計画を立てる。

2. 1 により、強風や突風が予想される場合は、練習メンバーの人選に注意して、十分な装  
　 備（衣類、ドライスーツ、黒球など）で、経験の浅い者は出艇させない。

3. 特に寒冷前線が通過の可能性があるときは、スマホなどの時間ごとの予報を確認のう
　 え、マリーナの近くで練習を行い、天候の状況によく注意して早めに避難する。（ハー
　 ドボートでのレスキューは非常に困難で、ＲＩＢでなければ、無理な場合がある）

4. レスキューボートは常日頃からよく点検を行い、レスキューボートのアンカーは十分
　 なアンカーを積み込み（レスキューボートのトラブルに備えて）、競技艇用に 3.5 Ｋｇ
　 程度のアンカーに 20 ～ 30 ｍ以上のアンカーロープを 2 セット以上を常に用意してお
　 く。
　 非常時は人員のみをレスキューしたうえで、競技艇はその海面に沈をしたままアンカー
　 リングをして様子を見なければならない場合がある。

5. 2 艇以上が同時に沈をすることを常に想定しておき、レスキューボートへの人員配置（レ
　 スキューの経験のあるもの乗船）や、レスキュー体制（通信手段など）を考えておく。

6. 競技艇は日ごろから点検、整備をよく行う。（特に、少し風が強くなっただけで、セー
　 ルや、マスト等の破損がよくあるため）

7. 競技艇には、クラスルールに則った十分な強度と長さを備えた、バウラインを出艇時
　 は常に艇のバウに取り付けておく。（微風時や、強風時にセールが破損しても曳航でき
　 ない）パドルも常時積み込む。

8. 強風時のレスキューは時により、風下からのアプローチが難しく、風上からのアプロー
　 チを行わなければならない場合があるので、日ごろもレスキュー練習をしておく。

　 以上、気づきを記載しましたので、現役諸君はチーム内で情報を共有して、またチー
ムでアレンジをしたりして次の代へも必ず伝えるようにしてください。

ハーバーマスターからのメール
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公益財団法人 広島県セーリング連盟 定款 
第 1 章　総則

（名称） 
第１条　この法人は、公益財団法人広島県セーリング連盟と称する。 

（事務所） 
第２条　この法人は、主たる事務所を広島市に置く。 

第 2 章　目的及び事業
 （目的） 
第３条　この法人は、子供から高齢者，障がい者や健常者、初心者からトップアスリートまですべての県民のセーリングスポーツ・レクレーション活動の
普及と発展に関する事業を行い、自然と人を大切にする心を育成し、健康で生きがいのある明るい共生社会の発展に貢献することを目的とする。 

（事業） 
第４条　この法人は、前条の目的を達成するために次の事業を行う 
　（１） 県民が気軽にセーリングスポーツに親しむことができる機会の提供とその環境を作る
　（２）地域におけるセーリングスポーツ・レクレーション活動の普及と振興
　（３）障がい者のセーリングスポーツ・レクレーション活動の普及と振興
　（４）セーリングスポーツに関する講習会、体験教室等の実施、海上安全活動及び思想の普及と振興
　（５）セーリングスポーツ関連施設等の運営に対する援助及び参画
　（６）セーリング競技の国内大会や国際大会の開催、競技大会への選手・指導者の派遣、および選手・指導者の養成・強化
　（７）セーリングスポーツを通じて、国際交流の推進と関係団体との相互連携
　（８）セーリングスポーツと健康に関する調査研究事業
　（９）その他この法人の目的を達成するために必要な事業
２　前項の事業は、広島県において行うものとする。

（その他の事業） 
第５条　この法人は、前条第１項各号の掲げる事業の推進に資するため、次の事業を行う。 
　（１）自動販売機による事業
　（２）その他公益目的事業の推進に資する事業 

第３章　財産及び会計
（財産の種別） 
第６条　この法人の財産は、基本財産及びその他の財産の２種類とする。
2　この法人の目的である事業を行うために不可欠な財産は、この法人の基本財産とする。 
3　その他の財産は、基本財産以外の財産とする。 
4　基本財産は、理事会において別に定めるところにより、第３条の目的を達成するために善良な管理者の注意をもって管理しなければならない。 
5　基本財産の一部を処分しようとするとき及び基本財産から除外しようとするときは、あらかじめ理事会及び評議員会の承認を得なければならない。 
6　公益認定を受けた日以後に寄附を受けた財産（又は交付を受けた補助金その他の財産）については、その半額以上を第４条の公益目的事業に使用するも
　  のとし、その取扱いについては、理事会の決議により別に定める寄附金等取扱規程による。

（事業年度） 
第７条　この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月 31 日に終わる。 

（事業計画及び収支予算） 
第８条　この法人の事業計画書、収支予算書，資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類は、毎事業年度開始の日の前日までに、会長が作成し、理事会
　　　   が決議する。これを 変更する場合も同様とする。 
２　前項の書類については、主たる事務所に、当該事業年度が終了するまでの間据え置き、一般の閲覧に供するものとする。 

（事業報告及び決算） 
第９条　この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、会長が次の書類を作成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなければ
　　　　ならない。 
　（１）事業報告書
　（２）事業報告の附属明細書
　（３）貸借対照表
　（４）損益計算書（正味財産増減計算書）
　（５）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書
　（６） 財産目録

２　前項の承認を受けた書類のうち、第１号、第３号、第４号、第６号の書類については、定時評議員会に提出し、第１号の書類についてはその内容を報告し、
　　その他の書類については、承認を受けなければならない。 
３　第１項の書類のほか、次の書類を主たる事務所に５年間備え置き、一般の閲覧に供するとともに、定款を主たる事務所に備え置き、一般の閲覧に供す
　　るものとする。 
　（１）監査報告
　（２）理事及び監事並びに評議員の名簿
　（３）運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに関する数値のうち重要なものを記載した書類

（公益目的取得財産残額の算定） 
第 10 条　会長は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第 48 条の規定に基づき、毎事業年度、当該事業年度の末日における公益
　　　　　目的取得財産残額を算定し、前条第３項第３号の書類に記載するものとする。 　

第４章　会員及び賛助会員
（会員） 
第 11 条　次の各号のいずれかに該当するものは、団体会員及び一般会員となることができる。 
　（１）団体会員（セーリングスポーツに関する地域、学校、クラブ等の団体をいう。）
　（２）一般会員（セーリングスポーツ競技に関する競技者、競技役員、指導者等の個人をいう。）
２ 会員について必要な事項は、理事会の決議を経て、別に定める。 
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（賛助会員） 
第 12 条　この法人に賛助会員を置くことができる。
２ 賛助会員について必要な事項は、理事会の決議を経て、別に定める。 

第５章　評議員
（評議員の定数） 
第 13 条　この法人に評議員 20 人以上 30 人以内を置く。 

（評議員の選任及び解任） 
第 14 条　評議員の選任及び解任は、評議員会において行う。  
２　評議員を選任する場合には、次の各号の要件をいずれも満たさなければならない。 
　（１） 各評議員について、次のアからカに該当する評議員の合計数が評議員の総数の３分の１をこえないものであること。
　　　 ア　当該評議員及びその配偶者又は３親等内の親族
　　　 イ　当該評議員と婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者
　　　 ウ　当該評議員の使用人
　　　 エ　イ又はウに掲げる者以外の者であって、当該評議員から受ける金銭その他の財産によって生計を維持している者
　　　 オ　ウ又はエに掲げる者の配偶者
　　　 カ　イからエまでに掲げる者の３親等内の親族であって、これらの者と生計を一にするもの
　（２） 他の同一の団体（公益法人を除く。）の次のアからエに該当する評議員の合計数が評議員の総数の３分の１をこえないものであること。
　　　 ア　理事
　　　 イ　使用人
　　　 ウ　当該他の同一の団体の理事以外の役員（法人ではない団体で代表者又は管理人の定めのあるものにあっては、その代表者又は管理人）又は業務
　　　　　 を執行する社員である者
　　　 エ　次に掲げる団体においてその職員（国会議員及び地方公共団体の議会の議員を除く。）である者
　　　　①国の機関
　　　　②地方公共団体
　　　　③独立行政法人
　　　　④国立大学法人法又は大学共同利用機関法人
　　　　⑤地方独立行政法人
　　　　⑥特殊法人又は認可法人

（評議員の任期） 
第 15 条　評議員の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定時評議員会終結の時までとする。 
2　任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期は、退任した評議員の任期の満了する時までとする。
3　評議員は、第 11 条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお評議員と
　  しての権利義務を有する。
  

（評議員の報酬等） 
第 16 条　評議員は、無報酬とする。 
２　評議員に対しては、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。 
３　前２項に規定する事項に関し必要な事項は、評議員会の決議を経て、会長が定める。

第６章　評議員会 

（構成） 
第 17 条　評議員会は、すべての評議員をもって構成する。 

（権限） 
第 18 条　評議員会は、次に事項について決議する。 
　（１）理事及び監事の選任又は解任
　（２）貸借対照表及び損益計算書並びに財産目録の承認
　（３）定款の変更
　（４）残余財産の処分
　（５）基本財産の処分又は除外の承認
　（６）その他評議員会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項

（開催） 
第 19 条 評議員会は、定時評議員会及び臨時評議員会とする。
２　定時評議員会は、毎年度終了後、3 ヶ月以内に開催する。
３　臨時評議員会は、必要がある場合に開催する。 

（招集） 
第 20 条　評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき会長が招集する。 
２　評議員は、会長に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由を示して、評議員会の招集を請求することができる。

（議長）
第 21 条　評議員会の議長は、その評議員会において、出席した評議員の中から選出する。 

（決議） 
第 22 条　評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員の過半数が出席し、その過半数をもって行う。 
２　前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員の３分の２以上に当たる多数をもって行わなければ
　　ならない。
　（１）監事の解任
　（２）定款の変更
　（３）基本財産の処分又は除外の承認
　（４）その他法令で定められた事項
3　理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者ごとに決議を行わなければならない。理事又は監事の候補者の合計数が第 22 条に定める
　  定数を上回る場合には、過半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任することとする。
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（議事録） 
第 23 条　評議員会の議事については、法令に定めるところにより、会長が議事録を作成する。
２　議長及び会長は前項の議事録に記名押印するものとする。

第７章　役員 
（役員の設置） 
第 24 条　この法人に、次の役員を置く。 
　（１）理事 10 人以上 20 人以内
　（２）監事２人以内
２　理事のうち１人を会長とし、２人以内を副会長とし、１人を専務理事とし、５人以内を常務理事とする。 
３　前項の会長をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成 18 年法律第 48 号。以下「一般社団・財団法人法」という。）に規定する代表
　　理事とし、同項の専務理事及び常務理事をもって一般社団・財団法人法第 197 条において準用する一般社団・財団法人法第 91 条第１項第２号の業務
　　執行理事とする。

（役員の選任） 
第 25 条　理事及び監事は、評議員会の決議によって選任する。
2　会長、副会長、専務理事及び常務理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。
3　監事は、この法人の理事又は使用人を兼ねることができない。

（理事の職務及び権限） 
第 26 条　理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款に定めるところにより、職務を執行する。 
2　会長は、法令及びこの定款で定めるところにより、この法人を代表し、その業務を執行する。
3　副会長は、会長を補佐する。 
4　専務理事は、会長及び副会長を補佐し、この法人の業務を執行する。 
5　常務理事は、この法人の業務を分担執行する。 
6　会長、専務理事及び常務理事は、毎事業年度毎に４ヶ月を超える間隔で２回以上、自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。 

（監事の職務及び権限） 
第 27 条　監事は、理事の職務執行の状況を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作成する。
2　監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法人の業務及び財産の状況の調査をすることができる。 

（役員の任期） 
第 28 条　理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定時評議員会の終結の時までとする。 
2　監事の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定時評議員会の終結の時までとする。 
3　補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。 
4　理事又は監事は、第２２条に定めた定数に足りなくなる時は、任期の満了又は辞任により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事
　  又は監事としての権利義務を有する。

（役員の解任） 
第 29 条　理事又は監事が、次のいずれかに該当する時は、評議員会の決議によって解任することができる。
　（１）職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。
　（２）心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えられないとき。

（報酬等） 
第 30 条　理事及び監事は、無報酬とする。ただし、常勤の理事及び監事に対しては、報酬等を支給することができる。 
２　理事及び監事に対しては、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。 
３　前２項に規定する事項に関し必要な事項は、評議員会の議決を経て、会長が定める。

第８章　理事会 
（構成） 
第 31 条　理事会は、すべての理事をもって構成する。

（権限） 
第 32 条　理事会は次の職務を行う。 
　（１）この法人の業務執行の決定
　（２）理事の職務の執行の監督
　（３）会長、副会長、専務理事及び常務理事の選定又は解職

（種類及び開催） 
第 33 条　理事会は、定時理事会及び臨時理事会とする。
２　定時理事会は、毎事業年度ごとに４ヶ月を超える間隔で２回以上開催する。
３　臨時理事会は、必要がある場合に開催する。

（招集） 
第 34 条　理事会は、会長が招集する。
２　会長が欠けたとき又は会長に事故があるときは、各理事が理事会を招集する。

（議長） 
第 35 条　理事会の議長は、会長がこれに当たる。

（決議） 
第 36 条　理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席し、その過半数をもって行う。
２　前項の規定にかかわらず、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律 197 条において準用する同法 96 条の要件を満たしたときは、理事会の決議があっ
　　たものとみなす。 

（議事録） 
第 37 条　理事会の議事については、法令で定めるところにより議事録を作成する。
２　出席した会長及び監事は、前項の議事録に記名押印するものとする。
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第９章　名誉会長、名誉顧問、顧問及び参与 
（名誉会長、名誉顧問、顧問及び参与） 
第 38 条　この法人に名誉会長、顧問及び参与を置くことができる。 
２　名誉会長は、評議員会の決議をもって推戴する。
３　顧問は、会長が委嘱する。
４　顧問は、会長の諮問に応ずるものとする。 
５　参与は、評議員会の推薦した者を会長が委嘱する。 
６　参与は、評議員会の諮問に応ずるものとする。

（報酬等） 
第 39 条　名誉会長、顧問及び参与は無報酬とする。
２　名誉会長、顧問及び参与に対しては、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。
３　前２項に規定する事項に関し必要な事項は、評議員会の決議を経て、会長が定める。

第 10 章　専門委員会 
（専門委員会） 
第 40 条　この法人は、理事会の決議を経て、専門委員会を置くことができる。
２　専門委員会は、理事会の決議に基づき、第４条各号及び第５条各号に掲げ る事業について計画、調査、研究等を行う。
３　専門委員会に関する規定は、理事会の決議を経て、会長がこれを定める。

 第１１章　事務局 

（設置） 
第 41 条　この法人の事務を処理させるために、事務局を設置する。
2　事務局に、事務局長及び所要の職員を置く。
3　前項の職員は、会長がこれを任免する。
4　事務局の組織及び管理に関し必要な事項は、会長が定める。

 第１2 章　定款の変更及び解散 

（定款の変更）
第 42 条　この定款は、評議員会の決議によって変更することができる。
2　前項の規定は、この定款の第３条、第４条及び第 12 条についても適用する。 

（解散） 
第 43 条　この法人は、基本財産の減失によるこの法人の目的である事業の成功の不能その他法令で定められた事由によって解散する。

（公益認定の取り消し等に伴う贈与）
第 44 条　この法人が公益認定の取消しの処分を受けた場合又は合併により法人が消滅する場合（その権利義務を承継する法人が公益法人であるときを除く。）
　　　　　には、評議員会の決議を経て、公益目的取得財産残額に相当する額の財産を、当該公益認定の取り消しの日又は当該合併の日から１箇月以内に、
　　　　　公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第 17 号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。

（残余財産の帰属）
第 45 条　この法人が清算をする場合において有する残余財産は、評議員会の決議を経て、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第　
　　　　　17 号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。

 第１3 章　公告の方法 
（公示の方法）
第 46 条　この法人の公告は、電子公告により行う。
２　事故その他やむを得ない事由によって前項の電子公告をすることができない場合は、官報に掲載する方法による。

 第１4 章　補則 
（委任）
第 47 条　この定款に定めるもののほか、この法人の運営に関し必要な事項は、理事会の決議を経て、会長が別に定める。

附則
1　この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関
　  する法律（平成 18 年法律第 50 号。以下「整備法」という。）第 106 条第１項に定める公益法人の設立の登記の日から施行する。 
2　整備法第 106 条第１項に定める特例民法法人の解散の登記及び公益法人の設立の登記を行ったときは、第７条の規定にかかわらず、解散の登記の日の
　  前日を事業年度の末日とし、設立の登記の日を事業年度の開始日とする。
3　この法人の最初の役員及び評議員は、次に揚げる者とする。 

（１）役員
会　　長　　山根 恒弘
副 会 長　　岩田行史　 渡貞雄
事務理事　　赤羽根慶仁
常務理事　　谷口正浩　 沖田勇三　 丸川義則　 大原博実　 藤田博久 
理　　事　　小玉淳一　 濱田浩司　 平井基博　 檜皮浩二　 土田芳裕 
幹　　事　　朝尾謙博　 大場史郎

（２）評議員
　　　　　　小林広典　 定成善久 　渡邉博之 　森田晃司 　村瀬保文 
　　　　　　大久保忠 　新延浩二 　小菅正幸 　松尾英樹 　中崎　篤 
　　　　　　土屋敦通 　平賀裕之 　高垣一之 　宮西　勇 　山内　崇 
　　　　　　岩城明博 　大野祐二郎 　黒田則雄 　弓場弘道 　吉井浩之
　　　　　　柳本孝仁 　石川英義 　藤井　健 　田中慎一 　西野倫代

4 　この定款は平成 30 年 6 月 28 日付にて、一部改定施行する。
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《ディンギー》
月 日 開催地 レース 参加艇数 １位 ２位 ３位

スタンダード 8艇 樋口（江ノ島） 西本（広島） 齋藤（材木座）

42艇 檜皮（広島） 濱田（広島） 大槻（松山）

４７０級

スナイプ級

シーホッパー級

４７０級 11艇 光安/髙橋 柳/木戸 山田/坂上

スナイプ級 10艇 川口/安食 最勝寺/橘高 佐藤/張

420級 3艇 小菅/後藤 坂本/橋本 村上/本崎

レーザーラジアル級 10艇 豊島（有） 吉川 浜本

４７０級 39艇 平野/野田（招待） 河崎/永田（日経大） 山田/冨山（広島）

スナイプ級 35艇 佐藤（誠）/小坂（無所属） 安部/吉田（無所属） 小塩/青木（招待）

レーザーラジアル級 15艇 西尾（鳥取） 西内（広島） 泉（山口）

４２０級 17艇 飯田/中津（山口） 高菅/有田（山口） 小菅/後藤（広島）

ＯＰ級 6艇 豊澄（隆） 柳崎 豊澄（麻）

オープンクラス 9艇 濱田 新延/竹田 森田/吉本

ハンザ303 25艇 広島大学医学部OB会 鯉城ヨットクラブ 広島大学医学部OB会

総合順位 8チーム

４７０級 12艇 高崎/岩井 澤村/土井 長野/中島

スナイプ級 21艇 安部吉田 柴田平塚 高木大槙

SS級 2艇 高橋/田村 高竹/西尾 -

４２０級 3艇 小菅/橋本 村上/田原 -

レーザー級 2艇 豊島（以） 若林 -

レーザーラジアル級 　9艇 濱田 吉川 豊島（有）

ウィンドサーフィン級 　1艇 佐藤 - -

Ａクラス 68艇 向井(真) 前田(月) 大西（兵庫）

Ｂクラス 21艇 斎脇（別府） 藤田蒼(兵庫) 藤田翔(兵庫)

2 小室浜沖 第５２回福山市長杯ヨットレース レーティングクラス 8艇 五十川 河城/元繁 櫻田/北川

ＯＰ級 7艇 登田（未） 豊澄（麻） 上田（蒼）

Ａクラス 5艇 前田（月） 豊澄（成） 後藤（う）

Ｂクラス 6艇 登田（未） 柳崎 豊澄（麻）

レーザーラジアル級 6艇 久保田 泉 浜本

14-16 観音ﾏﾘｰﾅ 第35回全日本ＯＰ級チームレース選手権大会 12チーム 服部海賊団 アルバトロス らくだちゃんず

9艇 原田 國松 寺西

5艇 大和/佐々木 柴井/柴井 小杉/加山

ハンザ303クラスシングル 7艇 本宮 西野 島田

ハンザ303クラスダブルス 19艇 笹原/笹原 強力/景山 圓谷/竹下

ハンザリバティ 5艇 平井 森元 青野

29 小室浜沖 仙酔島一周レース 7艇 岡/岩瀬 田中/河城 濱田/元繁

12-13 観音ﾏﾘｰﾅ 第18回全日本チームレース選手権大会 スナイプ級

20 ４７０級 １5艇 田口/宮崎 矢野/中島 光安/住野

スナイプ級 １４艇 西村/住吉 加藤/大槙 橘高/野田

レーザーラジアル級 3艇 西内 浜本 泉

20 観音ﾏﾘｰﾅ 広島県ジュニア新人戦 ＯＰ級 8艇 ライナス 登田（未） 柳崎

Ａクラス 6艇 前田(月) 後藤（う） ライナス

ＢCクラス 8艇 豊澄（麻） 登田(直） 上田（敬）

ＯＰ級

観音ﾏﾘｰﾅ11

観音ﾏﾘｰﾅ 令和元年広島県会長杯選手権

9

中止

10

18

２０１９年度年度　競技会記録表【県内】

種目

小室浜沖

令和元年県春期＆高等学校春期ヨット大会

２０１９　ＴＯＭＯディンギーレガッタ

18-19 観音ﾏﾘｰﾅ

ＳＡＩＬ　ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ　2019

第６１回呉みなとまつりヨット競技大会

24-26 観音ﾏﾘｰﾅ

呉吉浦湾

観音マリーナ

5

第59回中四国学生ヨット選手権大会兼第
60回全国高等学校総合体育大会ヨット競

技水域予選会
観音ﾏﾘｰﾅ14-16

中止

6

ハンザ2.3クラスシングル

ハンザ2.3クラスダブルス

ＯＰ級広島県ジュニア選手権大会

観音ﾏﾘｰﾅ

21-22 観音ﾏﾘｰﾅ

13-14
令和元年度広島県夏期オープン

ヨット選手権大会
中国４７０選手権・中国スナイプ選手権

17-19 観音ﾏﾘｰﾅ 第４2回西日本オプティミスト級選手権大会

2 観音ﾏﾘｰﾅ シングルハンド選手権

第11回ひろしまピースカップ

7

8

広島大学医学部OB会　1、鯉城ヨットクラブ　2、修道大OB会　3
19 2019年度　広島水域OB交流戦観音マリーナ

レーザー中国選手権2019

29

レーザーラジアル

４

20-21

16

ＯＰ級

1 ページ

2019 年度　競技会記録表【県内】
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ＩＲＣ 6艇 KINEKINE11 SAMMY Cassandre

クラス１級 7艇 EL VIENT SEMTAN NIMO ESPRIT Ⅲ

クラス２級 7艇 RAGTIME ウッドストック BONANZA-X

オープンクラス 15艇 Primadonna - -

ＯＲＣＣ 3艇 Cassandre - -

ＩＲＣ 3艇 Cassandre SAMMY -

ＢＷ

ＯＲＣＣ

ＩＲＣ

ＢＷ 6艇 バグースＪ Sugar SAMANTHA

ＯＲＣＣ 5艇 KINEKINE11 ZENDA EXPRESS Jam

ＩＲＣ 6艇 SAMMY Le Grand Bleu Cassandre

ＢＷ 6艇 バグーズＪ ＷＩＮＧ -

ＯＲＣＣ 5艇 Jam FRIENDS -

ＩＲＣ 6艇 Jam Le Grand Bleu SAMMY

ＢＷ 6艇 バグーズＪ SAMANTHA あずさ

ＯＲＣＣ 5艇 Jam FRIENDS KINEKINE11

ＩＲＣ 6艇 Jam KINEKINE11 SAMMY

中止

9

広島湾

２０１８　ゆめしまカップ

11

10

8

25

松山

27

8 宮島沖

広島湾

24 広島湾

第38回河上徹太郎記念ヨット競技大会

4

第28回くらはし安芸灘ヨットレース
ポイントレース⑧

豊島周辺

10 倉橋島沖

ポイントレース⑥23

ポイントレース⑨

ポイントレース⑦

2 ページ

《大型艇》

月 日 開催地 レース １位 ２位 ３位

ＢＷ 6艇 SAMANTHA バグースＪ あずさ

ＯＲＣＣ 5艇 ZENDA EXPRESS FRIENS KINEKINE11

ＩＲＣ 6艇 SAMMY KINEKINE11 JAM

12 ＢＷ 6艇 SAMANTHA バグースＪ ＷＩＮＧ

ＯＲＣＣ 5艇 KINEKINE11 ZENDA EXPRESS Cassandre

ＩＲＣ 6艇 Le Grand Bleu SAMMY KINEKINE11

クラス１ ７　艇 エスプリⅢ FRONTIER IX SEMTAN NIMO

クラス２ ９　艇 BARON BONANZA-X RAGTIME

ＢＷ 6艇 あずさ Sugar ＷＩＮＧ

ＯＲＣＣ 5艇 Jam FRIENS KINEKINE11

ＩＲＣ 6艇 SAMMY Jam KINEKINE11

ＢＷ 6艇 SAMANTHA あずさ Sugar

ＯＲＣＣ 5艇 FRIENDS Cassandre ZENDA EXPRESS

ＩＲＣ 6艇 MIMI Cassandre Jam

ＢＷ 6艇 バグースＪ SAMANTHA あずさ

ＯＲＣＣ 5艇 KINEKINE11 Jam Cassandre

ポイントレース②

4 14

26

5

ポイントレース①

呉湾

広島湾

第41回鯛網ヨットレース仙酔島

広島湾

宮島ヨットレース　ポイントレース➃宮島沖

クレイトンベイカップ　ポイントレース③

14

6

7

25

1-2

種目

ポイントレース➄

広島湾

レーサークラス 5艇 ESPRIT Ⅲ SEMTAN NIMO EL VIENTO

クルージングクラス 4艇 RAGTIME BONANZA-X ウッドストック
第３４回因島水軍ヨットレース14 因島周辺

2019 年度　大型艇競技会記録表【県内】
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月 日 開　催　地 レ　ー　ス 参加艇数 成　　　　　　　　　　　　績

13-14 兵庫県立海洋体育館 2018兵庫ジュニアオープン選手権 ＯＰ級 Ａクラス 39艇 前田(月)　4、後藤(う)　18

レーザーラジアルクラス 38艇 －

レーザー４．７クラス 29艇 豊島　13、久保田　14

４２０級 87艇 小菅/後藤　38

レーザーラジアルクラス 80艇 豊島　17、久保田　28、西内　37

４７０級 59艇 光安/住野　15、山田/冨山　19、藤原/藤原　41、村尾/坂上　51

スナイプ級 57艇
川口/安食　12、加藤/伊藤　19、西村/張　27、上田/住吉　26、平瀬/木
原　30

Ａクラス 65艇
前田(月)　1、向井(真)　3、後藤(う)　15、豊澄（成）　35、北　37、向井(な)
46、

Ｂクラス 34艇
ライナス　1、豊澄(隆)　5、登田（未）　18、豊澄（麻）　23、柳崎　24、正本
33

303シングル 艇 藤田　1

303ダブルス 艇 佐々木（亮）/佐々木（恵）　3、藤枝（啓）/藤枝（六）　4

2.3ダブルス 艇 頓田（優）/頓田（明）　5

４７０級 15艇 山田/冨山 1、光安/住野 4、藤原/三宅 5、柳/藤原 7、村尾/坂上 21、高田/髙橋28

スナイプ級 29艇 川口/張 1、加藤/伊藤　3、西村/住吉 5、平瀬/安食　7、上田/小坂8

団体総合 広島大学　４７０級　1位、スナイプ級　1位

Ａクラス 艇

Ｂクラス 17艇 豊澄（隆）　1、豊澄（麻） 5、柳崎 7、登田（未） 8

6-16 アンティグア 2018 Optimist World Championship OP級 275艇 前田（月）　126

17-24 境港 Leser Worlds 2019 レーザーラジアル級 32艇 西内　25

20-21 小戸ヨットハーバー 第31回福岡ジュニアヨット選手権大会 OP級 Ａクラス 25艇 後藤（う）　5

Ａクラス 38艇 向井(真)　2、後藤(う)　13、北　23、

Ｂクラス 18艇 柳崎　5

303ダブルス 艇 佐々木（亮）/藤田　　3、藤枝（啓）/藤枝（六）　5

2.3ダブルス 艇 佐々木（恵）/頓田（明）　6、頓田（優）/寺西（三重）　10

レーザーラジアルクラス男子 32艇 西内　17

レーザーラジアルクラス女子 22艇 吉川　3

420級 女子 32艇 小菅/後藤　4

18-19 海陽ヨットハーバー 第４５回全日本自治体職員ヨット競技大会 スナイプ級 9団体 新延/大野/岡本/兼田/濵田/　1

420級 29艇 小菅/橋本　6、後藤/田原　28

SS級 15艇 髙橋/田村　5

レーザーラジアル級 37艇 濱田　15、久保田　37

470級 6艇 山田/富山 36、　光安/住野 40

スナイプ級 53艇 川口/張　27

470級 艇 広島大学　1、岡山大学 2

スナイプ級 艇 広島大学 1、広島工業大学 5、近畿大学工学部 6

470級 6艇 マツダ（株）/トヨタ自動車 4、マツダ（株）　5

スナイプ級 49艇 三菱重工広島　15、三菱重工広島　18、マツダ㈱　21、マツダ㈱　44

7艇 豊島（以）　3

レーザーラジアル級 20艇 豊島(有)　4、濱田　5

４２０級 22艇 小菅（楓）/橋本　3

20-22 小豆島ふるさと村 第36回レーザー級マスターズ選手権 レーザーラジアル級 75艇 泉　22、楠本　34、白井　57

9/30-10/7 オマーン IODA Asian&Oceanian Campionship2019 OP級 141艇 向井（真）　83

ＯＰ級

26-28
高松宮妃記念杯第65回全日本実業団ヨット選手
権大会燃ゆる感動かごしま国体セーリング競技

リハーサル大会

鹿児島市平川特設
セーリング会場

2019年度全日本学生ヨット個人選手権大会

新西宮ヨットハーバー 第１１回海の甲子園ユースセーリングカップ

牛窓ヨットハーバー 第６８回中国学生ヨット選手権大会

４

５

6

7

8

11-12 江の島ヨットハーバー 江の島交流レガッタ　２０１９

第12回三重ハンザクラス交流レガッタ2019三重ヨットハーバー3

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 兼ＪＳＡＦジュニ
ア・ユースセーリングチャンピオンシップ（ジュニア

部門）

マリンパーク新居浜 ２０１９年度中四国学生ヨット選手権大会28-30

29-30

和歌山セーリングセンター

福津市勝浦浜

27-28

ＯＰ級2019OPヨット大会inKATSURAHAMA

第60回全国高等学校ヨット選手権大会和歌山セーリングセンター

レーザー級

5-8

24-25

9

14-15

海陽ヨットハーバー

２０１９年度　競技会記録表【遠征】

3-5
第9回西日本ジュニア・ユース交流セーリング大

会

種　　　目

佐賀県ヨットハーバー ＯＰ級

スプリングレガッタ

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ佐賀県ヨットハーバー3-6

津ヨットハーバー27-29

関西学生ヨット春季選手権大会3-5 新西宮ヨットハーバー

12-16

1 ページ

2019 年度　競技会記録表【遠征】
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月 日 開　催　地 レ　ー　ス 参加艇数 成　　　　　　　　　　　　績

２０１９年度　競技会記録表【遠征】

種　　　目

Ｃクラス 17艇 上田（蒼）　4、登田（直）　14、上田（敬） 17

成年男子４７０級 34艇 高崎/岩井　20

46艇 豊島（以）　5

36艇 佐藤　25

成年女子ＳＳ級 33艇 高橋/田村　6

成年女子レーザーラジアル級 31艇 濱田　10

少年男子４２０級 35艇 村上/田原　34

少年男子レーザーラジアル級 40艇 豊島（有）　6

少年女子４２０級 33艇 小菅/橋本　5

少年女子レーザーラジアル級 38艇 吉川　26

15-20 葉山港 第７２回全日本スナイプ級ヨット選手権大会 スナイプ級 72艇 川口/上村　46

303ダブルスA 艇 佐々木（亮）/佐々木（恵）　2、佐野/増田　5

303ダブルスB 艇 藤枝（啓）/藤枝（六）　4、頓田（優）/頓田（明）　4

2.3シングル 艇 竹村　4

2.3ダブルス 艇 大和（な）/大和（み）　4

470級 75艇 広島大学　57、 43、 65

スナイプ級 72艇 広島大学　24、26、11

団体総合 470級　19位　　スナイプ級　6位

スタンダードクラス 39艇 若林　37

レーザーラジアル級 73艇 檜皮　6、 西内　21、 久保田　39、楠本　57、 泉　65、

31艇 豊島　4

Ａクラス 22艇 ライナス　6

Ｂクラス 8艇 柳崎　1

22-24 鹿児島県平川ヨットハーバー第５1回全日本オプティミスト級セーリング選手権大会ＯＰ級 145艇
前田(月)　2、後藤(う)　17、ライナス　58、豊澄（隆）　84、豊澄（成） 85、
北　91

14-15 江の島ヨットハーバー 2019クリスマスカップ 33艇 豊島(有)　2

21-23 葉山港 2019第３２回全日本４２０級ヨット選手権大会 ４２０級 87艇 小菅/後藤　12

1 11-13 山口県スポーツ交流村ヨットハーバー 2019年度西日本420級選手権大会 ４２０級 69艇 小菅/後藤　5

8-9 和歌山セーリングセンター 第３３回和歌山コールドカップ ＯＰ級 Ａクラス 28艇 後藤（う） 6、ライナス 14、柳崎　21

OP級 Ａクラス 23艇 豊澄（成）　6、豊澄（隆）　7、豊澄（麻）　13

OP級 Ｂクラス 9艇 正本　6

スタンダード 14艇 豊島（以）　2

ラジアル 48艇 西内　6、久保田　20

レーザー４．７クラス 16艇 豊島（有） 1

21-25 海陽ヨットハーバー 2020年JODAナショナルチーム最終選考大会 ＯＰ級 41艇 豊澄（成）　33、後藤（う）　34

レーザー４.７クラス 艇

レーザーラジアルクラス 艇

レーザー４．７クラス

1-4 2019 全日本レーザー選手権

第84回全日本学生ヨット選手権大会

岡山パンプキンカップ2018

第１5回　坊っちゃんカップヨット大会

牛窓ヨットハーバー

3

2

10

12

11

ＯＰ級

レーザー４．７クラス

9/28-10/8 若狭和田マリーナ　　　
第74回国民体育大会

いきいき茨城ゆめ国体セーリング競技会

成年男子ウインドサーフィン級

成年男子シングルハンダー級

26-27 柳ケ崎ヨットハーバー 琵琶湖ユースレガッタ

21-22

浜名湖三ケ日

5-6 愛媛（新居浜） ＯＰ級

中止

2019九州ウィンターカップ選手権8-9

第２９回セーリングチャレンジカップIN浜名湖20-22

2020 Laser MidWinter Regatta

三ヶ日青年の家

鹿児島県平川ヨットハーバー21-24

平川ヨットハーバー

10/30-11/4
新西宮ヨットハー

バー

2 ページ

Ａクラス 29艇 後藤(う)　8、ライナス　12、豊澄（成） 13 、豊澄（隆） 15

Ｂクラス 17艇 豊澄(麻)　2、登田(未)　5、柳崎　6、正本　14第１5回　坊っちゃんカップヨット大会5-6 愛媛（新居浜） ＯＰ級

2019 年度　競技会記録表【遠征】
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2020 年度の観音マリーナ開催レース概要

１　SAIL HIROSHIMA
　開催期日　　　　５月２３日 ( 土 ) ～２４日 ( 日 )
　主催団体　　　　広島大学ヨット部 OB 会、広島県セーリング連盟が共同主催
　大会の規模　　　大学生、社会人が参加するレースで、参加艇は２種目で６０～ 7 ０艇程度で県外
　　　　　　　　　からの参加多数
　その他　　　　　中国実業団選手権として同時開催

２　県春期＆高校春期
　開催期日　　　　５月３０日 ( 土 ) ～３１( 日 )
　主催団体　　　　広島県セーリング連盟と広島県高等学校体育連盟が共同主催
　大会の規模　　　県内の高校生、大学生、社会人が参加するレースで、参加艇は４種目で３０～　
　　　　　　　　　４０艇程度（オープン参加可能）
　その他　　　　　県春期は３１日のみ、高校春期は２日間実施

３　広島県高校総体
　開催期日　　　　６月６日（土）～７( 日 )
　主催団体　　　　広島県高等学校体育連盟と広島県セーリング連盟が共同主催
　大会の規模　　　県内の高校生のレースで、参加艇は男女合せて１０艇程度
　その他　　　　　中国インターハイ（広島）の県内予選大会

４　広大・滋賀経 OB 戦
　開催期日　　　　６月１３日（土）)
　主催団体　　　　広島大学 OB 会と広島県セーリング連盟が共同主催
　大会の規模　　　広島大学及び滋賀経済大学の OB レースで、参加艇は２０艇程度

５　広島県セーリング連盟 OB 戦
　開催期日　　　　６月１４日（日）
　主催団体　　　　広島県セーリング連盟が主催
　大会の規模　　　広島県セーリング連盟に加入する各種団体の OB 親善レースで、参加予定艇は　
　　　　　　　　　２０艇程度
　その他　　　　　使用艇はハンザ

６　広島県夏季オープン（広島県国体予選会）
　開催期日　　　　７月１１日 ( 土 ) ～１２日 ( 日 )
　主催団体　　　　広島県セーリング連盟
　大会の規模　　　第７５回鹿児島国体の広島県予選大会
　　　　　　　　　広島県内の高校生、大学生、社会人を中心としたレース（オープン参加可能）
　　　　　　　　　５種目（４７０、スナイプ、４２０、ＷＳ、レーザー）で４０～６０艇程度
　その他　　　　　中国スナイプ選手権、中国４７０選手権大会として同時開催

７　全日本チームレース
　開催期日　　　　７月１８日 ( 土 ) ～１９日 ( 日 )
　主催団体　　　　広島県セーリング連盟
　大会の規模　　　スナイプ級３艇を使用したチームレースで最大１２チーム
　　　　　　　　　１チームは３艇で構成
　　　　　　　　　例年、県外チームの参加あり

８　西日本医科学生総体
　　開催期日　　　　８月１３日 ( 金 ) ～１６（日）
　　主催団体　　　　広島県セーリング連盟
　　大会の規模　　　西日本の医学部及び歯学部がある大学の対抗戦
　　　　　　　　　　スナイプ級、４７０級、各３０艇程度
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９　中国学生ヨット選手権大会
　開催期日　　　　９月１１日 ( 金 ) ～１３（日）
　主催団体　　　　中国学生ヨット連盟と広島県セーリング連盟が共同主催
　大会の規模　　　中国 5 県の大学ヨット部の大会で、全日本学生ヨット選手権の予選会
　　　　　　　　　スナイプ級、４７０級、各２０艇程度

10　第３３回全日本 OP チームレース選手権
　開催期日　　　　９月１９日 ( 土 ) ～２１日 ( 祝 )
　主催団体　　　　日本ＯＰ協会と広島県セーリング連盟が共同主催　　　
　運営主体　　　　広島県ジュニアセーリングスクール（ＨＪＳＳ）
　大会の規模　　　ＯＰ級を使用したチームレースで、ジュニアを中心に最大１２チーム
　　　　　　　　　１チームは４艇で構成
　その他　　　　　1 位のチームには、二次選考会の参加枠を授与

11　ピースカップ
　開催期日　　　　９月２６日 ( 土 ) ～２７日 ( 日 )
　主催団体　　　　広島県セーリング連盟
　大会の規模　　　ハンディキャップのある方々を含んだレース（４０艇～５０艇）
　その他　　　　　全国各地からの参加者を見込み、障がいのある方も対象とした大会
　　　　　　　　　参加国は１０ヶ国以上

12　広島市シングルハンド選手権
　開催期日　　　　９月２７日 ( 日 )
　主催団体　　　　広島県セーリング連盟と広島市ヨット連盟が共同主催
　大会の規模　　　ＯＰ級は１０～２０艇程度（オープン参加可能）
　　　　　　　　　レーザー級は１０～２０艇程度（オープン参加可能）

13　広島県 Jr 新人戦
　開催期日　　　　１０月１８日 ( 日 )
　主催団体　　　　広島セーリングスクールと広島県セーリング連盟が共同主催
　大会の規模等　　OP クラスの大会で１０艇程度
　　　　　　　　　（経験 3 年以内のセーラーが対象のレース）

14　県会長杯＆高校新人戦
　開催期日　　　　１１月７日 ( 土 ) ～８日 ( 日 )
　主催団体　　　　広島県高等学校体育連盟と広島県セーリング連盟が共同主催
　大会の規模　　　広島県内の高校生、大学生、社会人が参加するレースで、参加艇は５種目で３０
　　　　　　　　　～４０艇程度（オープン参加可能）
　その他　　　　　県会長杯は８日のみ、高校新人戦は２日間実施

15　広島県 Jr 選手権大会
　開催期日　　　　１１月１５日 ( 日 ) 
　主催団体　　　　広島セーリングスクールと広島県セーリング連盟が共同主催
　大会の規模等　　OP クラスの大会で県外からの参加も含み２０艇程度
　　　　　　　　　（オープン参加可能）

16　レーザーミッドウィンター
　開催期日　　　　2021 年２月６日 ( 土 ) ～７日 ( 日 ) 
　主催団体　　　　レーザー広島フリートと広島県セーリング連盟が共同主催
　大会の規模等　　中国 5 県のレーザーを対象とした大会で、県外からのオープン参加もあり
　　　　　　　　　スタンダード１５艇程度，レーザーラジアル２５艇程度　
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団体・所属・その他
ＪＳＡＦ・
県連登録者

県連のみの
登録者

合計 新規会員 継続会員

県連役員（顧問・参与） 9 0 9 0 9

県連役員（理事・評議員） 20 5 25 3 22

県連関係 21 4 25 2 23

実業団 20 0 20 1 19 マツダ、三菱

クラブ 26 6 32 7 25 しぶき会他

あびの会 0 33 33 21 12

大学ヨット部 68 0 68 32 36 広島大学他

高校ヨット部 5 0 5 0 5 国泰寺高校他

広島セーリングスクール 32 0 32 11 21 父兄の方を含みます

その他 9 0 9 1 8

合計 210人 48人 258人 78人 180人

広島水域 219人 呉水域 18人 福山水域 14人
　広島市 153 　呉市 18 　福山市 13

　東広島市 46 　三原市 1

　安芸郡 11

　廿日市市 9

県外 2人 尾道・因島水域 5人 大竹水域 0人
　県外 2 　尾道市 3 　大竹市 0
　その他 0 　因島市 2

４年制
会員 (人) 一般 大  学 高  校 ジュニア

広島水域 0 123 60 14 22 219 85%

呉水域 0 8 10 0 0 18 7%

尾道・因島水域 0 5 0 0 0 5 2%

福山水域 0 12 2 0 0 14 5%

大竹水域 0 0 0 0 0 0 0%

県外 1 1 0 0 0 2 1%

小  計 1 149 72 14 22 258 女性の割合

合計 人 47女性 18.22%258

2019 (令和元年) 年度広島県セーリング連盟会員登録集計

■団体別の登録者数

■水域別及び住所別の登録者数

■水域別の登録者構成
１ 年 制 会 員  (人)

小計 (人)
構成比
(％)

2019 ( 令和元年 ) 年度広島県セーリング連盟会員登録集計
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競技関係資格者一覧

レースオフィサー名簿（2020 年 2 月末現在）

１　ナショナル・レースオフィサー（ＮＲＯ）

　　　大　原　博　實　　　兼　田　幸　治　　　盛　谷　静　之　　　土　田　芳　裕

　　　檜　皮　浩　二　　　松　尾　英　樹　　　吉　川　厳　 一　　

２　エリア・レースオフィサー（ＡＲＯ）

　　　井　川　史　朗　　　石　川　常　義　　　小　寺　宏　明　　　後　藤　貴　之

　　　辻　　　和　也　　　長　野　直　樹　　　藤　井　裕　文　　　藤　田　博　久

　　　松　浦　尚　史　　　槇　原　久　紀　　　渡　辺　康　雄　　　宮　西　　　勇

　　　土　井　真　子　　　河　井　正　人　　　小　菅　正　幸　　　前　田　博　志

　　　白　井　敏　文　　　泉　　　正　次

３　ローカル・レースオフィサー（ＬＲＯ）

　　　該当なし

メジャラー名簿（2020 年 2 月末 ODC 委員会ホームページより）

１　４７０級　　　

　　　白　井　敏　文（F）　　　末　永　貴　久（M）　　　宮　崎　大　輔（M）

２　スナイプ級　　

　　　安　部　賢　司（F）　　　白　井　敏　文（F）　　　高　橋　邦　夫（M）

　　　五十川 良則（M）　　

３　レーザー級　　

　　　高　橋　邦　夫（F）　　　小　菅　正　幸（F）

４　４２０級　　　

　　　吉　川　厳　一（M）　　　石　川　常　義（M）　　　槇　原　久　紀（M）

５　ＯＰ級　　　　

　　　吉　川　厳　一（F）　　　前　田　美　保（F）　　　豊　澄　智　己（F）　　

　　　槇　原　久　紀（F）　　　北　　　政　行（F）　　　白　井　敏　文（F）

　　　注：（F）はフルメジャラーを、(M) はメンテナンスメジャラーを表します。
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ジャッジ名簿（2020 年 2 月末現在）

１　Ａ級ジャッジ

　　　兼　田　幸　治　　　檜　皮　浩　二　　　井　川　史　朗　　　大　原　博　實

　　　土　田　芳　裕　　　高　橋　邦　夫　　　盛　谷　静　之　　　藤　井　裕　文

　　　田　口　一　成　　

２　Ｂ級ジャッジ

　　　栗　原　健　三　　　濱　田　浩　司　　　松　浦　尚　史　　　渡　辺　康　雄

　　　藤　田　博　久　　　小　菅　正　幸　　　長　野　直　樹　　　高　垣　一　之

　　　松　尾　英　樹　　　栗　原　義　則　　　宮　西　　　勇　　　二　俣　稔　邦

　　　石　川　常　義　　　濱　田　健　司　　　吉　川　厳　一　　　槇　原　久　紀

　　　西　本　昌　生　　　高　森　昭　臣　　　河　井　正　人　　　村　瀬　哲　也

　　　甲　斐　逸　平　　　西　内　　　勲　　　後　藤　貴　之　　　濱　田　華　帆

　　　前　田　美　保　　　泉　　　正　次　　　沖　田　春　生　　　赤　坂　　　悟

　　　谷　口　　　誠　　　笹　口　和　己

３　アンパイア名簿

　　　兼　田　幸　治　　　大　原　博　實　　　土　田　芳　裕　　　後　藤　貴　之

　　　藤　井　裕　文

日本スポーツ協会公認指導員（2020 年 2 月末現在）

１　セーリングコーチ１　　　

　　　高　橋　邦　夫　　　真　田　芳　伯　　　兼　田　幸　治　　　小　寺　宏　明

　　セーリングコーチ２　　

　　　大　原　博　實　　　村　瀬　保　文　　　柚　木　　衛　　

　　セーリングコーチ 3　　

　　　檜　皮　浩　二　　　後　藤　貴　之　　　井　川　史　朗　　　田　村　愛　子

　　　小　菅　正　幸　　　村　瀬　哲　也　　　西　本　昌　生　　　西　尾　知　美

　　セーリングコーチ 4　　

　　　森　田　晃　司　　　盛　谷　静　之
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